
平成３０年度 第１回公共事業評価専門委員会
議 事 概 要

区 分 内 容

1.日 時 平成３０年５月２２日（火） １０：００～１８：３０

2.場 所 道庁本庁舎９階 交渉室

3.出席者 （委員） 横田委員長、内田副委員長、庄子委員、玉堀委員、中津川委員
野呂委員、山本委員

（道側） 総合政策部計画推進課 石川課長、諸岡主幹
建設部建設政策課 鈴木課長、栗原主幹 他

4.議 事 【議事】
及 び ・平成２９年度公共事業（大規模等）事前評価対象地区[３４地区]の審議につ
結果等 いて

【審議結果】
・公共事業（大規模等）事前評価対象地区３４地区について審議し、今後の対
処方針については、すべての地区で「要望することは妥当」との了承を得た。
なお、次のとおり付帯意見を付すこととした。

【付帯意見】
●06-01 農地整備事業（経営体育成型）【砂浜東第１】
●06-07 農地整備事業（経営体育成型）【西篠津南】
・農地整備事業については、費用便益を算出する期間内に施設等に再度の
整備が生じないよう、整備の内容や維持管理について工夫すること。

●06-18 草地畜産基盤整備事業（（草地整備型）公共牧場整備事業）【ふらの】
・整備地区が広域であることから、発注形態を検討するなどコストの管理に十
分留意すること。

●06-20 草地畜産基盤整備事業（（草地整備型）公共牧場整備事業）【中頓別】
●06-21 草地畜産基盤整備事業（（草地整備型）公共牧場整備事業）【枝幸】
・今後、隣接する地区において、草地畜産基盤整備事業（（草地整備型）公共
牧場整備事業）を計画する場合には、効率的な事業実施の観点から、広域的
な施設整備についても検討すること。

●08-04 道路改築事業【釧路空港インター線（仮称）】
・事業の効果については、費用便益として評価する項目の内容やこれ以外の
事業効果についてもわかりやすく示すことを検討すること。

【委員会における主な発言等】
●08-02 道路改築事業（熊牛御影線）
●08-03 道路改築事業（上札内帯広線）
・既存の橋梁の老朽化が進んでいることから、可能な限り工期短縮を目指す
こと。

●08-05 広域河川改修事業（月寒川）
・事業期間が長いことから、予算にメリハリを付け、重点的に行うなど工期短
縮を目指すこと。

●08-07 広域河川改修事業（ピウカ川）
・附帯工事として実施する橋梁については、可能な限り架け替えを少なくし、
コスト縮減に努めること。

5.その他 特になし

（総合政策部政策局計画推進課政策評価G）


